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平成２９年 第１２回 当別町教育委員会定例会議事録 

 

日  時  平成２９年１１月２２日（水） 午後２時００分 

場  所  役場３階 中会議室 

出 席 者  本庄教育長、武岡教育長職務代理者、寺田委員、小林委員、佐々木委員 

出席職員  山崎教育部長、北村管理課長、小出社会教育課長、須藤子ども未来課長、村上

管理課主幹、水谷管理課主幹、小川社会教育課主幹、三浦社会教育課主幹、高

島学校教育係長、高田学校教育係主査、米内学校教育係主査、櫻田一貫教育係

長、浪岡給食センター係長、寺島子ども係長、栄木子育てサポート係長 

傍 聴 者  ０名 

【開会の宣言】 

教育長 

 

ただ今、委員全員出席しておりますので、これより平成２９年第１２回

当別町教育委員会定例会を開催致します。 

【議事日程】 

教育長 

 

日程につきましては、各委員に配付しています日程表により議事に入り

ます。 

【日程第１】 

教育長 

 

日程第１、議案第１号を上程致します。 

提案の説明を求めます。 

教育部長。 

 

教育部長 

（提案の説明） 

 只今、議題となりました議案第１号教育に関する事務の管理及び執行の

状況の点検及び評価につきまして、提案の説明を申し上げます。 

 地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２６条に基づく、教育に関

する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価について、別冊のとおり作

成しましたので、これを議会に提出するとともに、公表することについて、

委員会の議決を得ようとするものであります。 

よろしく、ご審議をいただきますよう、お願いいたします。 

なお、詳細につきまして、管理課長から説明いたします。 

教育長 

 

管理課長 

管理課長 

 

 ご説明申し上げます。 

 議案書につきましては、１頁となりますが、別冊の平成２８年度実績並

びに平成２９年度中間実績当別町教育委員会点検・評価報告書をご高覧い

ただきながら説明いたします。 

 目次をご覧下さい。 
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 第３章の「当別町教育推進計画重点的取組の点検及び評価」１０頁から

６９頁までの平成２８年度と平成２９年度の点検・評価の内容について

は、委員各位からの意見を踏まえまして、既に修正等を行っております。 

その後、学識経験者による意見を踏まえた今後の活動方針をまとめ、作

成しております。作成したものにつきましては、「第４章学識経験者によ

る意見」７０頁から７３頁まで、「第５章学識経験者の意見を踏まえた今

後の活動方針について」７４頁から７９頁まで、となっております。 

 内容につきまして、ご説明申し上げます。７０頁の「第４章学識経験者

による意見」をご高覧下さい。 

学識経験者につきましては、３名の方にお願いし、「学校教育分野」、

「社会教育分野」、「子育て・幼児教育分野」の３分野において、ご意見

をいただいたものを掲載しております。 

次に、７４頁の「第５章学識経験者の意見を踏まえた今後の活動方針に

ついて」をご高覧下さい。 

こちらには、「第４章」に記載してある「学識経験者の意見」をそのま

ま掲載し、この意見に対する「事務局の今後の活動方針」を分野ごとに掲

載しております。 

「学校教育分野」になりますが、５件意見がありました。 

初めに「一貫教育の取組み」に関してのご意見に対しての今後の活動方

針になりますが、「教育委員会のＨＰ掲載」などによる周知、「保護者説

明会」や「教育講演会」の実施を行っております。 

また、学校運営協議会が組織されたことから、さらに理解が進むものと

思っております。いずれにしましても、情報提供は進めてまいります。 

次に、７５頁をご高覧下さい。 

「全国学力・学習状況調査」に関しては、子どもたちの成長を支える体

制の構築、世界で活躍できる人としての基礎をすべての子どもたちに身に

付けさせるという目的を達成していくことを目標として取り組んでまい

ります。 

次に下段の「教員の能力育成、労働環境」に関しては、まず、能力育成

は、研修センターなどが実施する研究研修活動への支援継続、町教委主催

の教職員研修の実施、労働環境は、学校現場の実態把握、道教委と連動し

た取組みを進めてまいります。 

次に、７６頁をご高覧下さい。 

「地場産品の取組み」に関しては、納入方法や献立の工夫を行いながら

使用を継続してまいります。 

次に下段の「食物アレルギー」に関しては、学校職員や保護者などの協

力を得ながら、事故の未然防止に努めてまいります。 

次に、７７頁をご高覧下さい。 
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「社会教育分野」になりますが、７件意見がありました。 

初めに「ことぶき大学・通学合宿」に関しては、まず、ことぶき大学は

継続実施、通学合宿は参加しやすい事業内容とし、いずれも充実を図って

まいります。 

次に中段の「社会教育施設」に関しては、地域住民のニーズ把握と既存

施設を有効に活用した事業展開を図り、スポーツ・文化活動の活性化につ

なげてまいります。 

次に下段の「学校教育との連携」に関しては、学校支援地域本部のコー

ディネーターを中心に、地域人材を活用した学習支援活動を継続実施、学

校運営協議会組織を通じた地域との連携・協働による取組みの推進、地域

に埋もれている優れた人材や団体の取組みの発掘など積極的に行ってま

ります。 

次に、７８頁をご高覧下さい。 

「家庭での教育・子育て」に関しては、家庭教育の重要性や必要性につ

いて認識してもらうため、周知を継続してまいります。 

次に「社会教育の重要性」に関しては、地域との連携の場の確保、社会

教育関係者の育成と社会教育団体の活性化に向けて支援を継続してまい

ります。 

次に「当別町の歴史」に関しては、歴史資料整理の継続、歴史学習講座

の開催によるふるさとの誇りと愛着の意識醸成を図ってまいります。 

次に「ブックセカンド」に関しては、読書環境の整備に向けて進めてま

いります。 

次に、７９頁をご高覧下さい。 

「子育て・幼児教育分野」になりますが、４件意見がありました。 

初めに「プレイハウス」に関しては、学習習慣定着に向けた取組みを継

続してまいります。 

次に「子どもの貧困」に関しては、町福祉部局などとの連携を図りなが

ら支援を継続し行ってまいります。 

次に「第２子保育料無償化」に関しては、町外子育て世代へのＰＲ、イ

ベント等で周知できるよう町部局などと連携を図りながら進めてまいり

ます。 

次に「児童虐待」に関しては、未然防止の取組みが重要であることから、

関係機関と密に連携をとりながら、周知活動と情報共有に努めてまいりま

す。 

最後に、「その他の意見について」でありますが、報告書の見やすさに

関してのご意見でありましたので、町民目線で内容が理解しやすいよう点

検方法、記載方法等の検討を進めてまいります。としております。 

簡単ですが、報告書の説明とさせていただきます。 
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 以上です。 

教育長 

 

武岡委員 

 

 

 

 

 

 

 

教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小林委員 

 

 

 

 

教育長 

 

 

武岡委員 

 

 

 ただ今、提案説明がありましたが、質疑を求めます。 

 

学識経験者の意見を見ますと、それぞれよくみていただいているなとい

う印象を受けました。７０頁の一番最後にある教職員の時間外勤務の常態

化の件ですが、すでに調査をされていると思いますが、当別の実態として

担当されている先生方がどのくらい時間外があって、そのことが先生方の

過重労働に繋がっていないのかという点においては、これからも状態を把

握して報告をいただけたらと思います。くれぐれも先生方に過重労働にな

らないようにしていただけたらと思います。 

 

現在まで調査を実施した実績がないので、データをお示しすることがで

きないのですが、先生方に直接お聞きする機会もありますので、そういっ

たヒアリングを通じて、今後の方策について、しっかり考えていきたいと

思います。 

 

 ７４頁に、小中一貫教育の取組みについての意見がありますが、その中

で説明が遅かったと感じているということですが、私たちとしてはそのよ

うに思っていなくて、必要なことは提供しているし、研修会や説明会はさ

せていただいておりましたので、今後も情報提供については時期を逸しな

いで進めていきたいと考えております。 

 ７５頁は全国学力・学習状況調査についての意見ですが、結果を受けて

授業改善が進んでいるので、本来の目的から大きくずれていることはない

と思っています。今後も情報公開を通して、そういった調査の意義につい

ては、理解を促していきたいと思っています。 

 

 学力調査に関する意見については、今後もこの調査に関してはＰＴＡか

ら同じ意見が出てくるように思いますので、学校からＰＴＡに対して積極

的に調査意義の周知を図っていただくように教育委員会から学校にお願

いしてもいいと思います。 

 

 ご指摘のとおり、教育委員会だけではなく学校を通じても調査の意義等

の周知を図っていきます。 

 

 当別町は基本計画の中に徳育も体育の部分も記載をして具体的に進め

ていますから、決して知育中心ではないと思っています。表面だけで捉え

られるのは、いけないと思いますので、具体的に説明していけば、わかっ
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教育長 

ていただけるのではないかと思います。 

 

質疑を打ち切り、議案第１号は原案のとおり決定してご異議ございませ

んか。 

（「異議なし」の声） 

異議なしと認め、委員全員の賛成を得ましたので、議案第１号は原案の

とおり決定致しました。 

【日程第２】 

教育長 

 

日程第２、議案第２号を上程致します。 

提案の説明を求めます。 

教育部長。 

 

教育部長 

（提案の説明） 

 只今、議題となりました議案第２号平成２９年度全国体力・運動能力、

運動習慣等調査北海道版結果報告書への当別町の結果掲載につきまして、

提案の説明を申し上げます。 

 平成２９年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査に関する実施要領に

基づき、北海道版結果報告書へ当別町の結果資料を掲載することに同意す

るため、委員会の議決を得ようとするものであります。 

 よろしく、ご審議をいただきますよう、お願いいたします。 

 なお、詳細につきまして、管理課長から説明いたします。 

教育長 

 

管理課長 

管理課長 

 

 ご説明申し上げます。 

 議案書につきましては、２頁から３頁までとなりますが、別冊の１頁か

ら８頁までをご高覧下さい。 

こちらには、結果公表に関する北海道教育委員会の考えが掲載されてお

ります。 

まず、１頁の北海道教育委員会の説明責任についてですが、広域的な行

政施策の実施に関する成果等を道民に分かりやすく説明する責任がある

ことから、管内別の結果を公表してきております。 

平成２６年度に都道府県の教育委員会は、同意の得られた市町村又は学

校名を明らかにした公表ができるとされ、これまで、同意が得られた市町

村の調査結果、分析結果、改善方法を報告書に掲載、公表してきておりま

す。 

平成２９年度の当別町におきましても、これまでと同様の考えで市町村

別の結果を報告書に掲載する考えでおります。 
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 次に、市町村教育委員会の説明責任ですが、小・中学校の設置管理者と

しての責任と権限を有していることから、自らの施策の現状と成果の一つ

として、全国体力・運動能力、運動習慣等調査の結果を様々な角度から一

定の数値により、分かりやすく公表するとともに、施策の改善につなげて

いくことが大切であるとされています。 

次に、２頁をご高覧願います。 

北海道教育委員会による公表の具体についてでありますが、北海道教育

委員会による市町村名を表記した公表の内容につきましては、各種目の成

果と課題が明確になるように、各種目のＴ得点を示すレーダーチャートを

基本に、分析結果や体力向上策を併せて示すこととし、市町村に公表の同

意を求めることとなっております。 

 ３頁以降の公表の基本フォーマットについては、昨年度と大きく変わる

ところはありません。 

３頁と４頁中段の四角い点線内に掲載する当別町の具体的な内容につ

きましては、調査結果に基づきまして、顕著なものを掲載する予定でおり

ますし、その下の「分析」の項目につきましては、全国・全道との比較や

経年変化から見られる「成果」を記載することとなっておりますが、改め

て委員会の議決をいただく予定としております。 

 以上です。 

教育長 

 

寺田委員 

 

管理課長 

 

教育長 

ただ今、提案説明がありましたが、質疑を求めます。 

 

 Ｔ得点の意味の明記をお願いします。 

 

 明記することで、承知いたしました。 

 

質疑を打ち切り、議案第２号は原案のとおり決定してご異議ございませ

んか。 

（「異議なし」の声） 

異議なしと認め、委員全員の賛成を得ましたので、議案第２号は原案の

とおり決定致しました。 

【日程第３】 

教育長 

 

日程第３、議案第３号を上程致します。 

提案の説明を求めます。 

教育部長。 

 

教育部長 

（提案の説明） 

 只今、議題となりました議案第３号当別町要保護及び準要保護児童生徒
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就学援助規則の一部を改正する規則制定につきまして、提案の説明を申し

上げます。 

 就学援助費の支給費目に新入学児童生徒入学準備金を新たに加えるな

ど、規則の一部を改正しようとするものであります。 

 よろしく、ご審議をいただきますよう、お願いいたします。 

 なお、詳細につきましては、管理課長から説明します。 

教育長 

 

管理課長 

管理課長。 

 

 議案書につきましては、４頁から２４頁まで、別冊は、９頁から２５頁

までをご高覧いただきながらご説明いたします。 

 従前より本規則においては、経済的な理由により就学困難な児童生徒の

保護者の負担を軽減するため、要保護及び準要保護児童生徒就学援助費を

支給しておりましたが、小学校・中学校の入学時にかかる学用品等の経費

負担を軽減するため、このたび、支給費目のうち新入学児童生徒学用品費

等の支給時期を３月の入学前に前倒しして支給できるように、併せて、援

助の対象者を小中学校入学予定者までに拡大し、新入学児童生徒入学準備

金として新たに支給費目を追加したものでございます。 

その他、改正に伴う文言整理や様式の変更を行ったところであります。 

 

 以上です。 

教育長 

 

寺田委員 

 

教育部長 

 

 

 

教育長 

 

管理課長 

 

 

教育長 

 

ただ今、提案説明がありましたが、質疑を求めます。 

 

 これは町独自の施策でしょうか。 

 

 要保護世帯については、国からの財源手当がございますが、準要保護世

帯については、町の一般財源による施策でございます。また、３月に前倒

しして行うことについては、町独自の施策でございます。 

 

管内での状況はどのようになっているのでしょうか。 

 

管内ほぼすべての市町村が若干形態の違いはありますが、この入学準備

金については、取り組むということで聞き取りをしております。 

 

質疑を打ち切り、議案第３号は原案のとおり決定してご異議ございませ

んか。 

（「異議なし」の声） 

異議なしと認め、委員全員の賛成を得ましたので、議案第３号は原案の
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とおり決定致しました。 

【日程第４】 

教育長 

 

日程第４、協議案第１号を上程致します。 

提案の説明を求めます。 

教育部長。 

 

教育部長 

（提案の説明） 

 只今、議題となりました協議案第１号平成２９年度１２月補正予算につ

きまして、提案の説明を申し上げます。 

 本補正予算は、一般会計の歳入において、１３万７千円を減額し、歳出

におきまして、２，６７６万円を増額しようとするものでございます。 

 よろしく、ご審議をいただきますよう、お願いいたします。 

 なお、詳細につきましては、管理課長から説明します。 

教育長 

 

管理課長 

 

 

管理課長。 

 

 ご説明申し上げます。 

 議案書では、２５頁から２６頁までをご高覧願います。 

 内容につきましては、２６頁の別記補正予算概要説明書によりご説明申

し上げます。 

 歳入の１６款道支出金、３項道委託金、４目教育費道委託金におきまし

て、１３万７千円を減額しております。 

これは文部科学省の指定事業、小中一貫教育推進事業を活用したもので

ありますが、歳出の９款教育費、１項教育総務費、３目教育振興費のうち、

一貫教育にかかる予算も同額の１３万７千円を減額しており、対応する歳

入も減額するものです。 

 次に、歳出の９款教育費、１項教育総務費、２目事務局費におきまして、

１３万５千円の減としております。 

これは、学校職員健康診断業務委託契約における入札減によるもので

す。 

次に、３目教育振興費におきまして、１３万７千円の減、主な内容とし

ましては、学校運営協議会委員数の減による報酬の減、同じく委員費用弁

償の減、普通旅費は教員を伴っての道外先進地視察研修のため増としてお

ります。 

次に、５目学校給食費におきまして、１６９万６千円の増、これは、燃

料単価の上昇、契約電力量の変更に伴い、施設で使用する燃料費、電気料

を増としております。 
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次に、２項小学校費、１目学校管理費におきまして、２１９万円の増、

３項中学校費、１目学校管理費におきまして、２３０万１千円の増として

おります。 

これは、学校管理人の勤務先変更による報酬等の減、学校給食費と同じ

く燃料単価の上昇、契約電力量の変更に伴い、学校で使用する燃料費、電

気料を増としております。 

次に、２項小学校費、３目施設費におきまして、８７９万２千円の増、

３項中学校費、３目施設費におきまして、１，０６１万４千円の増として

おります。 

修繕料においては、小荷物専用昇降機のワイヤロープ等の交換、委託料

においては、小中一貫校の建設にあたり、当別小学校と当別中学校の建物

としての耐力度を把握するため、調査委託費用を計上するものです。 

次に、３項社会教育費、２目社会教育施設費におきまして、１４３万９

千円の増、学校給食費、小中学校費と同様に燃料単価の上昇、契約電力量

の変更に伴い、施設で使用する燃料費、電気料を増としております。 

 以上です。 

教育長 

 

寺田委員 

 

 

管理課長 

 

 

 

 

 

 

 

教育長 

ただ今、提案説明がありましたが、質疑を求めます。 

 

 小中学校の耐力度調査業務委託というものを詳しくご説明いただけな

いでしょうか。 

 

 耐力度調査につきましては、老朽化した建物に対しまして建物の構造体

力、経過年数、立地条件などを総合的に調査して老朽化の度合いを判定す

るものです。 

 小中一貫校を建設するにあたりまして、用地の選定ができていない状況

にあります。用地の候補の一つとなると思いますが、町有地にある現在の

当別小学校と当別中学校の耐力度調査を実施することで、用地選定を進め

ていきたいと考えているところでございます。 

 

質疑を打ち切り、協議案第１号は原案のとおり了解してご異議ございま

せんか。 

（「異議なし」の声） 

異議なしと認め、委員全員の賛成を得ましたので、協議案第１号は原案

のとおり了解致しました。 

【閉会の宣言】 

教育長 

 

以上で、本日の日程は、すべて終了致しました。 

平成２９年第１２回当別町教育委員会定例会を閉会致します。 
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教育長 引き続き、事務局から報告・連絡等をお願いします。 

◆管理課長より説明 

○平成２９年度教職員冬季研修会の開催について 

○平成２９年度全国いじめ問題サミットの参加について 

◆社会教育課長より説明 

○当別町小中高大生ＴＯＷＮミーティングについて 

◆子ども未来課長より説明 

○当別町における児童虐待の実態について 

教育長 次回の定例会の日程でありますが、平成２９年１２月２０日（水）午後

２時から大会議室での開催を予定していますので、宜しくお願いします。 

以上で、すべてを終了させていただきます。お疲れ様でした。 

 

閉会 午後３時００分 


